
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 
発表演題名 お笑いのビデオによるストレス軽減効果の検証 

発表学会名 東海・北陸支部 環境保健部会 
発表者名 市川宏枝 

開催場所 福井市(アオッサ) 

発表日時 平成２３年１０月 ６日 

発表内容 福井県では、からだ・こころの健康づくりに大きな影響を持つと考えら

れている「笑い」や「ユーモア」を健康づくりに活用しようと、平成 19
年度から「笑いと健康」推進事業に取り組んでいる。 
当該事業の一環として、当衛生環境研究センターでは、平成 21 年度か

ら 2 カ年の計画で本研究に取り組み、今回、「笑い」によるストレス軽減
効果を科学的に検証した。 
ストレスが笑いによって軽減されることを、科学的に検証するため、新

しい分泌学的ストレスマーカーとして注目されている唾液中クロモグラニ

ン A(以降 CgA)を用いて調査を試みた。唾液中 CgAの特徴としては、スト
レスの増加により唾液中に分泌される量が増えることが確認されている。 
被験者 30名について、ストレス負荷(計算課題を 15分間)を行った後、

ビデオを 30 分間観賞してもらい、①ビデオ観賞直前、②ビデオ観賞終了
直後、③ビデオ観賞終了 30分後の 3回唾液採取を行い(図 1)、唾液中 CgA
レベルを ELISA 法により測定し、ストレスの変化を調べた。また、質問
紙（Face scale）を用い、各時点における気分状態を 5段階の顔表情で評
価し、笑顔得点とした。 
本調査は、若年グループと高齢グループに分け、別々の会場で、平成 22
年 7月に実施した。この一連の唾液採取調査は 2回行ったが、観賞しても
らったビデオの内容は、1回目は「笑い」を、2回目(1回目の 1週間後)は
「風景」とした。ストレス負荷時の唾液中 CgA 濃度の値を 100 とし、そ
れに対する比率の変化を観察したところ、「笑い」ビデオ観賞後、男性にお

いてのみ唾液中 CgA濃度レベルの有意な低下が認められた(P<0.05)が、女
性では認められなかった。 
一方、笑顔得点は「笑い」ビデオ鑑賞後、年齢・性別に関係なく有意に

上昇したが、「風景」ビデオではこのような変化は認められなかった。「笑

い」ビデオの鑑賞は、年齢・性別に関係なく気分の高揚をもたらすと考え

られる。また、高揚した気分は若年者でより持続するようである。 
女性において、気分は高揚しているにも関わらず、唾液中 CgA濃度に変



化がなかったのは、日常のストレス対処手段としてテレビやビデオ観賞を

挙げた者の割合は男性(0%)より、女性(62.5%)の方が多く(p＜0.05)、笑い
のビデオの嗜好が男性よりも多様で、その効果において、女性は個人差が

大きいのではないかと考えられた。 
よって、今回の調査から、「笑い」ビデオの観賞は、ストレス軽減を目的と

する場合には特に男性において有効であると示唆された。 
 
 

 


